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【国際特許分類】
   Ｃ０２Ｆ   1/44     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/42     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/70     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  61/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０２Ｆ   1/44    　　　Ｈ
   Ｃ０２Ｆ   1/44    　　　Ｅ
   Ｃ０２Ｆ   1/44    　　　Ｆ
   Ｃ０２Ｆ   1/42    　　　Ｄ
   Ｃ０２Ｆ   1/70    　　　Ｚ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｆ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｊ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０２Ｚ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０３Ｃ
   Ｃ０２Ｆ   9/00    ５０４Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  61/02    ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月16日(2014.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原水中の殺菌有効成分を還元して還元水を得る還元工程と、
　前記還元水に含まれる陰イオンを除去して、陰イオン交換処理水を得るイオン交換工程
と、
　前記陰イオン交換処理水を逆浸透膜によって処理して透過水を得る逆浸透膜処理工程と
を備える水処理方法。
【請求項２】
　電荷を持たない有機化合物である無電荷有機物と結合してイオン体を形成するイオン体
形成物質を、前記還元水および／または前記陰イオン交換処理水へ添加する添加工程をさ
らに備え、
　前記逆浸透膜処理工程において、さらに前記無電荷有機物が除去された前記透過水が得
られる、請求項１に記載の水処理方法。
【請求項３】
　前記還元工程が、
　還元剤が内部に充填された第１反応槽および第２反応槽と、これらの槽の上端部を繋げ
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る連通部とを備える還元装置を用い、
　前記第１反応槽内へ前記原水を上向きに通水し、前記第１反応槽の上端部から流出した
前記原水を、連通部を介して前記第２反応槽内に流入させ、前記第２反応槽内では前記原
水を下向きに通水させて、前記第２反応槽の下部から排出させた前記還元水を得る処理［
α］と、
　前記第２反応槽内へ前記原水を上向きに通水し、前記第２反応槽の上端部から流出した
前記原水を、連通部を介して前記第１反応槽内に流入させ、前記第１反応槽内では前記原
水を下向きに通水させて、前記第１反応槽の下部から排出させた前記還元水を得る処理［
β］と
の２つの処理を交互に行う、請求項１または２に記載の水処理方法。
【請求項４】
　前記原水中の殺菌有効成分を還元して還元水を排出する還元部と、
　前記還元水を受け入れ、前記還元水に含まれる陰イオンを除去して、陰イオン交換処理
水を排出するイオン交換部と、
　前記陰イオン交換処理水を逆浸透膜によって処理して透過水を排出する逆浸透膜処理部
と
を有する水処理装置。
【請求項５】
　電荷を持たない有機化合物である無電荷有機物と結合してイオン体を形成するイオン体
形成物質を、前記還元水および／または前記陰イオン交換処理水へ添加する添加手段をさ
らに有し、
　前記逆浸透膜処理部において、さらに前記無電荷有機物が除去された前記透過水が得ら
れる、請求項４に記載の水処理装置。
【請求項６】
　前記還元部が、
　還元剤が内部に充填された第１反応槽および第２反応槽と、これらの槽の上端部を繋げ
る連通部とを有する還元装置であって、
　前記第１反応槽内へ前記原水を上向きに通水し、前記第１反応槽の上端部から流出した
前記原水を、連通部を介して前記第２反応槽内に流入させ、前記第２反応槽内では前記原
水を下向きに通水させて、前記第２反応槽の下部から排出させた前記還元水を得る処理［
α］と、
　前記第２反応槽内へ前記原水を上向きに通水し、前記第２反応槽の上端部から流出した
前記原水を、連通部を介して前記第１反応槽内に流入させ、前記第１反応槽内では前記原
水を下向きに通水させて、前記第１反応槽の下部から排出させた前記還元水を得る処理［
β］と
の２つの処理を交互に行うことができるように構成されている、請求項４または５に記載
の水処理装置。
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